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第５支部
前支部長　青木 幹太

第５支部では、九州地域の大学間の
交流促進や教育・研究情報の共有等を
目的に、春季は各大学の優秀な卒業・
修了作品を展示、発表する「九州デザ
イン六大学展」を、秋季はデザイン研
究に関する成果発表の場として「研究
発表会・懇親会」を開催しています。
平成 23 年度は、「九州デザイン六大
学展」が３年目、「研究発表・懇親会」
が６年目に当り、それぞれの活動が学
会員の皆様の相互協力により、定着し
てきています。
平成 23 年度の活動内容について、
以下にご報告致します。
１. 九州デザイン六大学展 2011［合同
卒業・修了優秀作品展］
平成 23 年 6 月 14 日（火）から 6
月 19 日（日）の６日間、福岡市天神
地区にある商業施設 BiVi 福岡の１階
から３階のイベントスペースを使っ
て、西日本工業大学、近畿大学、崇城
大学、九州産業大学、九州造形短期大
学、九州大学の６大学の卒業・修了作
品５１点を集めて展示しました。

九州デザイン六大学展の様子

最終日の 6月 19 日（日）には、午
後１時から午後４時まで制作を担当し
た卒業生や指導教員が作品の前で説明
を行い、一般の方々も自由に聴いて頂
くことができました。平成 23年度は、
展示作品を網羅した A4 両面印刷のチ
ラシを制作し、来館者に配布するとと
もに、最終日にプレゼンテーションと
その審査を行い、優秀賞４作品を選び
表彰しました。平成 24 年度は、これ
までの六大学のほか、他大学からの出

展希望があったことから、九州デザイ
ン展（仮称）と名称を変更し、平成
24年 6月 12日（火）から 17日（日）
まで、BiVi 福岡で開催します。
２.	平成 23年度研究発表会・懇親会
平成 23年 11 月 12 日（土）に近畿
大学産業理工学部（飯塚市）で、研究
発表会・懇親会を開催しました。参加
者は 79 名で、口頭研究発表が前年度
の 32件から 41件に増加し、ポスター
発表は 12 件でした。口頭研究発表は
午前と午後、それぞれ３会場に分かれ、
熱心な研究発表と質疑応答が行われま
した。ポスター発表は午前、午後の口
頭研究発表の間に、実習室を使って行
われました。発表する学生は研究内容
を記したパネルの前に立って、自分達
の研究を紹介するとともに、他大学の
教員や学生の質問に丁寧に応えていま
した。研究発表会終了後、近畿大学構
内の食堂を会場として懇親会が開催さ
れ、大勢の教員、学生が参加して交流
を深めることができました。

研究発表会・懇親会の様子

平成 24 年度は、九州大学が担当校
となり、10 月下旬頃に九州大学で開
催予定です。
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平成 23 年度（平成 23 年 4 月 1 日－平成 24 年 3 月 31 日）決算報告

平成２３年度（平成23年4月1日 - 平成24年3月31日）決算報告

〔一般会計〕
■収入の部

平成22年度繰越金 12,276,680 12,276,680 0 12,276,680
1 正会員費（現） 17,577,950 17,334,500 -243,450 ＠13,000  徴集率 79.7% 17,061,500

＠6,500   微集率 41.6% 273,000
2 正会員費（新） 1,680,000 2,066,500 386,500 ＠18,000×74名（一般　入会金：5,000，年会費：13,000） 1,332,000

＠6,500×113名 (学生　入会金：免除，年会費：6,500) 734,500
3 賛助会員費（現） 882,000 769,685 -112,315 25件 769,685
4 賛助会員費（新） 30,000 30,000 0 ＠30,000×1件 30,000
5 年間購読会員費（現） 1,350,000 1,463,000 113,000 ＠25,000×57件 1,463,000
6 年間購読会員費（新） 100,000 50,000 -50,000 ＠25,000×2件 50,000
7 広告費 100,000 0 -100,000 0
8 東京都実践的デザイナー育成事業 0 500,000 500,000 500,000
9 学会誌掲載別刷料･負担金 4,750,000 2,025,185 -2,724,815 論文集別刷料･ｶﾗｰ印刷負担金 1,215,500

作品集別刷料･ｶﾗｰ印刷負担金 339,685
平成22年度作品集別刷料･ｶﾗｰ印刷負担金 470,000

10 名簿売上金 1,225,000 0 -1,225,000 0
11 概要集売上金 1,400,000 2,061,500 661,500 ＠3,500×589冊 2,061,500
12 預かり金（税金） 0 20,945 20,945 20,945
13 雑収入 750,000 957,351 207,351 学会誌売上 203,040

NII-ELS還元金、補助金、預金利息等 754,311
その他 0

計 42,121,630 39,555,346 -2,566,284 39,555,346

■支出の部

予算額 決算額
増減
対予算額

本部事務局＆理事会関係 9,212,000 7,798,242 -1413758.
1 本部事務局経費 7,282,000 6,708,083 -573,917 消耗品代 155,223

運営経費（春季大会出張費用含む） 67,290
パート雇用費 2,100,000
通勤費（@6,000x12） 72,000
事務合理化施設設備費 0
通信費及び電話代金 754,385
印刷代 174,597
雑費 179,618
会費引き落とし経費 122,094
賃貸料（＠150,000×12ヶ月） 1,800,000
光熱費 121,889
アルバイト雇用費(宛名整理,書類作成,発送,名簿作成補助等) 1,090,987
納税準備金 70,000

2 理事会運営費 250,000 264,564 14,564 会場借用料、理事会運営経費等 264,564
3 役員活動費 600,000 566,000 -34,000 役員の諸活動に対する補助 566,000
4 名簿出版費 680,000 0 -680,000 通信費 0

編集・チェック（アルバイト雇用費） 0
印刷費(@1,300×500冊) 0
送料 0

5 選挙経費 400,000 259,595 -140,405 選挙に関する費用 259,595
出版関係 27,372,821 19,020,427 -8,352,394

6 論文審査・論文集編集 480,000 480,000 0 消耗品代 0
委員会経費 通信費 0

書類作成費 0
論文集編集費 0
審査・編集会費 480,000

7 作品審査・作品集編集 250,000 259,998 9,998 前年度不足分 9,998
消耗品代 0
通信費 0
書類作成費 0
作品集編集費 250,000
審査・編集会費 0

8 学会誌編集・出版委員会経費 90,000 74,345 -15,655 編集会議費 0
会報編集経費 40,000
交通費 1,840
消耗品代 32,505

9 特集号編集委員会経費 650,000 509,057 -140,943 第18巻4号編集委員会 130,000
第19巻1号編集委員会 119,057
第19巻2号編集委員会 130,000
第19巻3号編集委員会 130,000

10 印刷費 23,942,821 15,689,016 -8,253,805 平成22年度論文集（1冊） 1,120,140
平成21・22年度特集号（5冊） 3,991,050
平成22年度作品集（1冊） 2,733,381
論文集（5冊） 5,344,290
特集号（1冊） 573,300
作品集（0冊） 0
概要集(740冊印刷） 1,538,460
封筒代 388,395

11 出版物通信費 1,960,000 2,008,011 48,011 郵送料・事務代行料金（前年度分を含む＠350,000×8） 2,008,011
大会関係 2,267,500 1,296,340 -971,160

12 大会補助費 750,000 749,876 -124 平成23年度秋季大会補助 249,876
平成24年度春季大会補助 500,000

13 春季大会概要集編集 357,500 75,025 -282,475 前年度支出分(平成23年度分)残金 -82,475
委員会経費 編集費・書類作成費（平成24年度分） 0

演題登録システム(PASREG)　利用料 157,500
14 春季オーガナイズドセッション費用 400,000 335,079 -64,921 335,079
15 学会セミナー費用 100,000 30,000 -70,000 30,000
16 総会準備経費 20,000 17,850 -2,150 総会経費、委任状・資料印刷代 17,850
17 学会各賞選考委員会経費 140,000 73,584 -66,416 書類作成費（学会各賞推薦状・資料等） 22,680

通信費 0
賞状・記念品代 50,904
会議費 0

18 国際デザイン会議 500,000 14,926 -485,074 国際デザイン会議会費(@13,000×1,643×2%)                           0
国際デザイン会議活動費（運営会議活動費） 14,926

委員会関係 1,800,000 1,033,204 -766796.
19 委員会経費 300,000 6,920 -293,080 共通費 6,920
20 研究部会共通経費 500,000 234,639 -265,361 共通費（8研究部会） 234,639
21 支部活動補助費 950,000 413,325 -536,675 5支部 413,325
22 市販図書企画・編集経費（デザインの歩み） 50,000 0 -50,000 編集費 0
23 東京都実践的デザイナー育成事業 0 378,320 378,320 人件費 192,000

書類作成費 32,000
機材 147,840
消耗品 6,480
雑費 0

広報関係 450,000 125,225 -324775.
24 広報費 450,000 125,225 -324,775 大会ポスター，ちらし作成費・通信費 125,225

ホームページ充実化 0
その他 0

その他 1,019,309 10,281,908 9262599.
25 学協会関連 505,000 451,552 -53,448 学術会議活動費（@60,000＋@30,000+100,000(芸関連シンポジウム)） 187,852

芸術関連シンポジウム分担金 15,000
日本工学会活動費 0
日本工学会会費 28,700
CPD協議会会費 50,000
JABEE年会費 100,000
横断型基幹科学技術研究団体連合会費 70,000
横断型基幹科学技術研究団体連合活動費 0

26 予備費 514,309 30,000 -484,309 30,000
27 次年度繰越金 0 9,800,356 9,800,356 9,800,356
計 42,121,630 39,555,346 -2,566,284 39,555,346

［特別会計］　

決算額内訳

決算額項目

項目
平成22年度
決算額

平成23年度
決算額

増減 予算額内訳

項目

予算額 決算額内訳
増減
対予算額

学会本部事務局常設基金 15,235,166 15,261,412 26,246 利息(￥26,246-)：基金に繰り入れ
決算額 決算額

平成２３年度収支決算につき，上記のとおりご報告いたします。 平成２４年５月３０日 日本デザイン学会

本部事務局長 國澤 好衛 本部事務局幹事 小野 健太 本部事務局員 松原 久代

監査 杉山 和雄 監査 宮崎 清
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平成２３年度（平成23年4月1日 - 平成24年3月31日）決算報告

〔一般会計〕
■収入の部

平成22年度繰越金 12,276,680 12,276,680 0 12,276,680
1 正会員費（現） 17,577,950 17,334,500 -243,450 ＠13,000  徴集率 79.7% 17,061,500

＠6,500   微集率 41.6% 273,000
2 正会員費（新） 1,680,000 2,066,500 386,500 ＠18,000×74名（一般　入会金：5,000，年会費：13,000） 1,332,000

＠6,500×113名 (学生　入会金：免除，年会費：6,500) 734,500
3 賛助会員費（現） 882,000 769,685 -112,315 25件 769,685
4 賛助会員費（新） 30,000 30,000 0 ＠30,000×1件 30,000
5 年間購読会員費（現） 1,350,000 1,463,000 113,000 ＠25,000×57件 1,463,000
6 年間購読会員費（新） 100,000 50,000 -50,000 ＠25,000×2件 50,000
7 広告費 100,000 0 -100,000 0
8 東京都実践的デザイナー育成事業 0 500,000 500,000 500,000
9 学会誌掲載別刷料･負担金 4,750,000 2,025,185 -2,724,815 論文集別刷料･ｶﾗｰ印刷負担金 1,215,500

作品集別刷料･ｶﾗｰ印刷負担金 339,685
平成22年度作品集別刷料･ｶﾗｰ印刷負担金 470,000

10 名簿売上金 1,225,000 0 -1,225,000 0
11 概要集売上金 1,400,000 2,061,500 661,500 ＠3,500×589冊 2,061,500
12 預かり金（税金） 0 20,945 20,945 20,945
13 雑収入 750,000 957,351 207,351 学会誌売上 203,040

NII-ELS還元金、補助金、預金利息等 754,311
その他 0

計 42,121,630 39,555,346 -2,566,284 39,555,346

■支出の部

予算額 決算額
増減
対予算額

本部事務局＆理事会関係 9,212,000 7,798,242 -1413758.
1 本部事務局経費 7,282,000 6,708,083 -573,917 消耗品代 155,223

運営経費（春季大会出張費用含む） 67,290
パート雇用費 2,100,000
通勤費（@6,000x12） 72,000
事務合理化施設設備費 0
通信費及び電話代金 754,385
印刷代 174,597
雑費 179,618
会費引き落とし経費 122,094
賃貸料（＠150,000×12ヶ月） 1,800,000
光熱費 121,889
アルバイト雇用費(宛名整理,書類作成,発送,名簿作成補助等) 1,090,987
納税準備金 70,000

2 理事会運営費 250,000 264,564 14,564 会場借用料、理事会運営経費等 264,564
3 役員活動費 600,000 566,000 -34,000 役員の諸活動に対する補助 566,000
4 名簿出版費 680,000 0 -680,000 通信費 0

編集・チェック（アルバイト雇用費） 0
印刷費(@1,300×500冊) 0
送料 0

5 選挙経費 400,000 259,595 -140,405 選挙に関する費用 259,595
出版関係 27,372,821 19,020,427 -8,352,394

6 論文審査・論文集編集 480,000 480,000 0 消耗品代 0
委員会経費 通信費 0

書類作成費 0
論文集編集費 0
審査・編集会費 480,000

7 作品審査・作品集編集 250,000 259,998 9,998 前年度不足分 9,998
消耗品代 0
通信費 0
書類作成費 0
作品集編集費 250,000
審査・編集会費 0

8 学会誌編集・出版委員会経費 90,000 74,345 -15,655 編集会議費 0
会報編集経費 40,000
交通費 1,840
消耗品代 32,505

9 特集号編集委員会経費 650,000 509,057 -140,943 第18巻4号編集委員会 130,000
第19巻1号編集委員会 119,057
第19巻2号編集委員会 130,000
第19巻3号編集委員会 130,000

10 印刷費 23,942,821 15,689,016 -8,253,805 平成22年度論文集（1冊） 1,120,140
平成21・22年度特集号（5冊） 3,991,050
平成22年度作品集（1冊） 2,733,381
論文集（5冊） 5,344,290
特集号（1冊） 573,300
作品集（0冊） 0
概要集(740冊印刷） 1,538,460
封筒代 388,395

11 出版物通信費 1,960,000 2,008,011 48,011 郵送料・事務代行料金（前年度分を含む＠350,000×8） 2,008,011
大会関係 2,267,500 1,296,340 -971,160

12 大会補助費 750,000 749,876 -124 平成23年度秋季大会補助 249,876
平成24年度春季大会補助 500,000

13 春季大会概要集編集 357,500 75,025 -282,475 前年度支出分(平成23年度分)残金 -82,475
委員会経費 編集費・書類作成費（平成24年度分） 0

演題登録システム(PASREG)　利用料 157,500
14 春季オーガナイズドセッション費用 400,000 335,079 -64,921 335,079
15 学会セミナー費用 100,000 30,000 -70,000 30,000
16 総会準備経費 20,000 17,850 -2,150 総会経費、委任状・資料印刷代 17,850
17 学会各賞選考委員会経費 140,000 73,584 -66,416 書類作成費（学会各賞推薦状・資料等） 22,680

通信費 0
賞状・記念品代 50,904
会議費 0

18 国際デザイン会議 500,000 14,926 -485,074 国際デザイン会議会費(@13,000×1,643×2%)                           0
国際デザイン会議活動費（運営会議活動費） 14,926

委員会関係 1,800,000 1,033,204 -766796.
19 委員会経費 300,000 6,920 -293,080 共通費 6,920
20 研究部会共通経費 500,000 234,639 -265,361 共通費（8研究部会） 234,639
21 支部活動補助費 950,000 413,325 -536,675 5支部 413,325
22 市販図書企画・編集経費（デザインの歩み） 50,000 0 -50,000 編集費 0
23 東京都実践的デザイナー育成事業 0 378,320 378,320 人件費 192,000

書類作成費 32,000
機材 147,840
消耗品 6,480
雑費 0

広報関係 450,000 125,225 -324775.
24 広報費 450,000 125,225 -324,775 大会ポスター，ちらし作成費・通信費 125,225

ホームページ充実化 0
その他 0

その他 1,019,309 10,281,908 9262599.
25 学協会関連 505,000 451,552 -53,448 学術会議活動費（@60,000＋@30,000+100,000(芸関連シンポジウム)） 187,852

芸術関連シンポジウム分担金 15,000
日本工学会活動費 0
日本工学会会費 28,700
CPD協議会会費 50,000
JABEE年会費 100,000
横断型基幹科学技術研究団体連合会費 70,000
横断型基幹科学技術研究団体連合活動費 0

26 予備費 514,309 30,000 -484,309 30,000
27 次年度繰越金 0 9,800,356 9,800,356 9,800,356
計 42,121,630 39,555,346 -2,566,284 39,555,346

［特別会計］　

決算額内訳

決算額項目

項目
平成22年度
決算額

平成23年度
決算額

増減 予算額内訳

項目

予算額 決算額内訳
増減
対予算額

学会本部事務局常設基金 15,235,166 15,261,412 26,246 利息(￥26,246-)：基金に繰り入れ
決算額 決算額

平成２３年度収支決算につき，上記のとおりご報告いたします。 平成２４年５月３０日 日本デザイン学会

本部事務局長 國澤 好衛 本部事務局幹事 小野 健太 本部事務局員 松原 久代

監査 杉山 和雄 監査 宮崎 清
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平成２４年度活動計画

論文審査委員会
委員長　久保 光徳

日頃はデザイン学研究へご寄稿いた
だき，心より御礼申し上げます。デザ
イン学研究が初めて発行されてから時
代の進行に伴って「デザイン」という
カタカナ用語が実に広範囲に様々な領
域にわたって使われるようになってき
ました。それに伴ってデザイン学研究
に投稿される論文も多様な領域からの
ものとなりつつあります。これは非常
に喜ばしいことであると同時に，再度
ここで「デザイン」および「デザイン学」
という用語の持つ意味を再考すべき時
期に到達しているようにも感じていま
す。もともとデザイン学研究が担って
きた学際的意味と社会的意味を再考
し，本論文集の方向性とその価値の見
直しが必要であると考えています。そ
こで本年度は論文審査委員会に，委員
長１名の他，委員３名，幹事６名をお
願いし，計 10 名で論文審査委員会の
運営を実施させていただくこととしま
した。昨年度より進行中のデザイン学
研究の投稿，審査，編集の電子化，英
文ジャーナル化に合わせて，投稿論文
の審査区分（「論文」，「論説」，「報告」）
の見直しとそれぞれの審査体制の整備
を行いたいと考えております。また，
投稿論文の査読をお願いさせていただ
く学会員各位の増強も図りたいとも
思っております。できるだけ多くの会
員にご投稿いただくと同時に，できる
だけ多くの会員にデザイン学研究へ投
稿された論文の査読もお願い致したい
と思っております。その試みにより，
デザイン学研究はよりダイナミックに
質・量ともに向上するものと確信して
おります。ご迷惑をお掛けすることも
多々あるかとは思いますが，どうぞご
理解とご協力をいただければと考えて
おります。何卒よろしくお願い申し上
げます。

作品審査委員会　
委員長　清水 泰博

新たな方針の下での活動となる作品
審査委員会として、新たな委員構成に
て本年度より２年間運営していくこと
になりました。今までの作品審査・作
品集編集委員会との大きな違いは作品
審査に特化した委員会となることで
す。そのことから作品論文＋作品ムー
ビーの査読・審査に、より厳格な立場
で臨むことが求められていることと思
います。作品集、論文集ともに今後は
より時代に沿ったものとなるようオン
ラインジャーナル化を目指していくこ
とになります。これは学会誌編集・出
版委員会を中心に本委員会も協力して
いくことになります。作品集としまし
ては昨年度までの須永委員長の下での
２年間で実現した紙媒体＋ DVD-ROM
による形を基本的に踏襲し、応募形態
についても簡便化を計った現在の方法
を継続していきます。作品応募期間に
ついてはより応募がしやすいように本
年度は２週間程度延長し（８月中旬ま
で）、投稿機会の拡大を目指したいと
思いますので、幅広い分野からの積極
的な投稿をよろしくお願い致します。

学会誌編集・出版委員会　
委員長　岡崎 章 

H24 年度は，論文集・作品集と特集
号の電子化について取り組むことです
が，電子化に伴う投稿規定の見直しと
著作権の整備に重点をおきます．
論文集・作品集は，本年度中に
J-STAGE に移行するよう進める予定で
す．
特集号については，次年度に電子化
が予定されています．
特集号は，既存の独立した出版では
なく，論文集の後に記載するという方
針を受けて，特集号論文（記事）の論
文種別を論文審査委員会と連携し整備
する必要があるためです．これは，他
学会同様，依頼論文を「解説」とする
かなどの検討を行うことを意味してい

ますが，論文集の後に記載するために
記載ページの自由度を高めることも可
能になるため，投稿規定の変更につい
ての検討も含みます．
なお，特集号は，本年度中に研究部
会，春季大会，秋季大会のパネルディ
スカッション等から選んで出版する予
定です．
なお，本年度の編集委員構成は，黄
ロビン・工藤芳彰・寺内文雄・永井由
佳里，です．

研究推進委員会　
委員長　須永 剛司

本委員会は、平成 24-25 年度の新体制
で研究発表大会のテーマセッションお
よび	研究部会の活性化に取り組みま
す。
１．研究発表大会のテーマセッション、
学生プロポジションの推進と運営
　札幌市立大学キャンパスで開催され
る第 59 回春季研究発表大会では、研
究部会、研究グループ、そして本委員
会が提案する８つのカテゴリーから、
以下のテーマで研究発表が募集されま
した。大会では多様な研究の議論から
デザイン学のこれからが展望されま
す。
１）家具・木工研究部会
①伝統的資源の現在学
２）デザイン理論・方法論研究部会
①デザイン科学の枠組みとタイムアク
シス・デザイン
②形態論と創発デザイン
③感性デザインと情緒デザイン
④ロバストデザイン，ユニバーサルデ
ザイン，ユーザビリティ
３）情報デザイン研究部会
①地域社会と情報デザイン
②デザインとワークショップ
４）サービスイノベーションデザイン
研究部会
①サービスイノベーションデザイン
５）創造性研究部会
①社会に関わる創造性　メタデザイン
６）バイオメディカルデザイン研究部
会
①医療・医用機器とデザイン
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７）岡崎	章（拓殖大学工学部デザイ
ン学科）
①子どものためのデザイン
８）日本デザイン学会研究推進委員会
①震災とデザイン
　また、本大会では研究発表とは別に
「学生ワークショップ」が開催されま
す。
２．研究部会の活性化、若手研究部会
の支援
現在 16 ある研究部会の全体の活動俯
瞰と個々の活動状況を把握し、学会員
に広報することをとおして研究部会活
動の活性化を図ります。
以下の研究部会が登録されています。
1．用語部会
2．教育部会
3．メディア＆デザイン部会 (M&D)
4．デザインサーベイ部会 (DS)
5．家具・木工部会
6．環境デザイン部会
7．プロダクトデザイン研究部会 (PD)
8．デザイン史部会
9．デザイン理論・方法論研究部会
(DTM)
10．情報デザイン研究部会 (InfoD)
11．ファッションデザイン部会
12．創造性研究部会
13．タイポグラフィー部会
14．サービスイノベーションデザイン
研究部会 (SID)
15．バイオメディカルデザイン研究部
会
16．プロモーションデザイン研究部会

企画委員会　総合企画　
委員長　松岡 由幸

今年度の企画委員会総合企画は，デ
ザイン学研究の推進とその訴求を通じ
て，デザイン学の学術基盤の充実なら
びに実務への活用拡大を狙いとしま
す．特に，産学連携と若手の参画に視
座をおき，活動を進めていきたいと考
えます．
まず，春季大会ではオーガナイズド
セッションとして，「つなぐ	環境デザ
インがわかる」，「キッズデザインの展
開」，「これからの日本のモノづくりと

デザイン」，「演習課題から探るデザイ
ン思考の特質」の 4件，ならびに学生
交流ワークショップとの連携企画とし
て「磁場から生まれるこれからのデザ
イン」が実施されます．
また，11 月 17 日（土）に実践女
子大学にて実施される秋季企画大会に
おいては，創立 60周年を迎える JIDA
との共同主催のもと，これからのデザ
インについて，基調講演，学生プロポ
ジション，パネルディスカッションな
どを行う予定です．
このほかにも，講習会やセミナーの
実施を検討しており，これらの諸活動
を通じて，デザイン学の発展と地位の
向上を図る所存です．

企画委員会　支部企画　
委員長　浅沼 尚

ここ数年，各支部ともに支部大会を
開催するなど，大変活発な活動が展開
されています．今年度も従来並み以上
の活性化を図る予定ですが，その際，
特に地域の特有性を活かした産学連携
と若手の参画の両者を狙いとし，総合
企画と連動しつつ，活動を推進してい
きたいと考えます．
具体的には，若手デザイナーや学生
に向けたデザイン方法に関する講習会
の実施，企業のデザイナーと大学研究
者とのディスカッションの場の設定な
どを考えています．
これらの諸活動を通じて，若手や企
業のデザイナーとのさらなるコラボ
レーションを進めるとともに，デザイ
ン学会への参画も促進されるよう，努
めていきたいと考えます．	
	

教育・資格委員会
委員長　山内 勉

本委員会の主要課題である「教育」
と「資格」の制度化に向けて、引き続
きその基盤づくりの活動を進めます。
「継続教育」については、一昨年度
に開講した「産業デザイン分野におけ
る産学が一体となった実践型人材委育

成プログラム」のような試みを、内容
充実を図りながら継続実施できるよう
努めていきます。
また引き続き、社団法人日本インダ
ストリアルデザイナー協会（JIDA）が
進めている継続教育（CPD）のしくみ
づくりにおいて、学会活動の成果が得
点として記録・評価される「ポイント
制度」の導入を図ります。
これに関連した検討事項として、デ
ザインの実務領域で活躍するさまざま
な職能・立場の人が意欲的に学会活動
に参加し、デザイン実績や成果の発表
がしやすくなるような作品集や論文集
のあり方を論文審査委員会や作品集編
集委員会とともに検討します。さらに、
学位取得、研究・教育職をめざす人の
ための「研究ロードマップ」の整備を
検討します。
「資格制度」については、JIDA がプ
ロダクトデザイン（PD）検定１級、２
級制度の上位に位置付けられるプロダ
クトデザイン・プロフェッショナル認
定制度を検討する過程に、上記継続教
育（CPD）のしくみづくりとあわせて
参画していきます。
また引き続き、技術者教育認定機
構（JABEE）の業務に参画しつつ、関
連他学会等の機関や組織からも積極的
に情報収集し、デザイナーの職能や技
能が公的に認知され得るような資格制
度の実現に向けた活動を進めていきま
す。

広報委員会
委員長　山崎 和彦

本委員会の機能は，会員諸氏と学会
活動をつなぐことのマネージメントで
あると同時に，学会活動と社会，学会
活動と世界をつなぐことである。本年
度は「従来から引き継ぎの活動」と、
「新たな広報活動」を推進していきた
い。「従来からの引き継ぎの活動」と
は、電子図書館構想への対応，論文
データベースの作成、論文投稿査読シ
ステムの電子化などの活動である。「新
たな広報活動」とは、これまでは会員
に向けての活動が主体であったが、本
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年度は社会に向けての活動を充実させ
たい。例えば、SNS の活用、定期的な
ニュース配信、他のメディアとの連動、
英文による情報提供などが考えられ
る。
■従来からの引き継ぎの活動
1.	情報コンテンツの適切な活用による
学会員サービスの向上
国立情報学研究所の電子図書館サービ
ス	CiNii	において，本学会誌の創刊号
からの電子化が進行中である．
2.	著作権規定の見直しと効率的運用を
検討する
電子化された著作物の中に含まれてい
る図版などの著作権処理問題などにつ
いて，学会誌の電子化と合わせて整理
し投稿規定などに反映などを検討し適
切な対応をする．
3.	オンラインジャーナル化の準備
J-Stage	のシステムを利用して，本学
学会誌「デザイン学研究」のオンライ
ンジャーナル化を完成させる．さらに，
作品集の電子化について，可能であれ
ば電子化を目指す．
4.www	のコンテンツの維持管理
www	による適切な情報提供を推進す
る．
■新たな広報活動
1.	SNS の活用の検討
	Facebook や Twitter などの SNS を活
用して情報提供やコミュニケーション
の検討
2.	定期的なニュース配信の検討
会員や関連者へ、定期的なニュース配
信の検討
3.	関連団体やメディアとの連動につい
ての検討
関連団体への情報発信や、他のメディ
アへの情報発信の検討
4.	英文による情報提供方法についての
検討

財務委員会
委員長　生田目 美紀

学会財務の健全な運用を行うための
活動方針を主に以下の二つの問題に
絞って活動します。
（１）昨年度導入した学生会員制度を

会員数増加につながるものに発展させ
るための方策を検討する。
（２）研究誌等の出版物の電子化を推
進する。
（１）に関しては、学生キャンペー
ン（入会金免除・会費減免）で入会し
た方の学生会員への移行手続きをすす
めるとともに，学生会員から正会員へ
のスムースな移行など、学会全体とし
ての会員数の増加につながる手立てに
ついて，他の委員会と連携しながら積
極的に打ち出して行きたい．
（２）に関しては、広報委員会の全
面的ご努力により、今年度中に学会誌
電子化に伴う著作権の問題を含む投稿
規定の改定を行い、概要集等一部の出
版物の電子化が実施される．財務とし
ては，学会誌編集出版委員会，本部事
務局と連携しながら，電子化に伴う収
支のバランスをシミュレーションし，
学会の法人化を視野に入れた財務計画
を立案する。

市販図書企画・編集委員会
委員長　井上 勝雄

平成 24 年度の活動として、次の２
点を予定しています。
①日本デザイン学会と日本機械学会、
日本設計工学会の３学会からのメン
バーを中心とする『デザイン科学辞典』
（仮称）を企画しています。当初は
Web サイトで公開し逐次内容を充実
して出版（含、電子書籍）に到るとい
う実行計画です。まず本年度は載せる
用語の検討と初期段階のWeb サイト
のアップを予定しています。なお、日
本語と英語の両方を採用予定です。そ
のため、海外の執筆者の参加も期待し
ています。そのサイトを IASDR2013
で周知する予定です。
②新しい視点からのデザインに関する
事典を企画立案しています。広く一般
の人々にもデザインを知ってもらえる
内容にしたいと企画しています。本年
度は企画立案と出版社の検討を予定し
ています。

Design シンポジウム担当　
担当理事　松岡 由幸

今年度の Design シンポジウムは，
日本建築学会を幹事学会（本学会は共
催）として，10 月 15 日から 16 日に
かけて京都大学で催されます．今回は，
システム科学が注目される今日的背景
もあり，「システム・インテグレーショ
ンとしてのデザイン」に関するパネル
ディスカッション」が行われる予定．
ハーバード・Ａ・サイモンの著書「シ
ステムの科学」が改めて注目されてい
る昨今，本学会においても，デザイン
科学とシステム科学の関係性やシステ
ムデザインの在りようについてのさら
なる議論を深めることで，この領域に
おける学術基盤の先導的役割を担う必
要性を改めて感じるところです．

ＩＡＳＤＲ担当　
担当理事　古屋 繁

昨年度までの委員会の尽力が実り，
本年	6 月 6日に IASDR2013 は「日本
学術会議と共同主催する国際会議」と
して申請が閣議了解があった．これで
正式に日本学術会議、日本感性工学会
との共同主催が決定し，国際会議の準
備はいよいよ本格化し始めた．当初開
催していた組織・運営委員会に加えて，
実行委員会を新たに立ち上げて，具体
的な運営業務を加速させることとな
る．
特に，広報は急務であり，英文のサー
キュラー，和英のサーキュラー，web
を完成させ，各方面からの投稿の獲得
に努めなくてはならない．
また，基調講演や特別セッション，
展示などのプログラムを具体化し，10
月開始と見込まれる，発表申し込みを
充実させなくてはならない．平行して，
企業による支援も見込む必要があり，
各方面に積極的に働きかける．
10 年ぶりの日本での国際デザイン
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学会の開催であり，日本デザイン学会
全体の取り組みとして，学会，学会員
の皆さんのご協力をお願いし，大会成
功に向けて努力をしていきたい．

日本学術会議　
第一部／人文・社会科学

担当理事　清水 泰博

本年度より前任の黒川威人先生の後
を受けて日本学術会議の第一部である
「芸術学関連学会連合」の担当を務め
させて頂きます。昨年度は黒川威人先
生のご尽力により本学会からの初めて
のテーマ採択となりました。今後はこ
れを契機に本学会からのテーマ採択、
またシンポジウムへのパネリスト参加
をより進めていきたいと思っておりま
す。
尚、主な活動である公開シンポジウ
ムは、第７回目を仙台市博物館ホール
にて「地・人・芸術 - ＜芸術と地域＞
を問う -」をテーマに、６月１６日に
盛会裏に行われたところです。地域の
活力、機能の低下という現代日本の問
題に対する芸術の可能性を問うことを
テーマとしたもので、例年であれば東
京で開催するところですが、今回は被
災地である仙台での開催となったもの
です。

日本学術会議　
第三部／理学・工学

　担当理事　森田 昌嗣

学術会議の動向をみながら第３にお
けるデザイン学の位置づけ等を検討す
るとともに喫緊には IASDR での協力
依頼等を進める。

横断型基幹科学技術
研究団体連合

　担当理事　松岡由幸

今年度の雑誌「横幹」（横幹連合の

定期刊行物）の 4月号において，当学
会が主動となり進めた特集号「横断的
活動としてのタイムアクシス・デザイ
ン」が刊行されています．この特集号
では，青木弘行前会長の「持続的発展
に向けた価値の創造‐時間軸をデザイ
ンする時代‐」，小林昭世先生の「物
語とゲームによる経験のタイムアクシ
ス・デザイン」など当学会員による合
計６編の論文が掲載されており，本学
会の存在感を示すことができました．
また，当学会から担当として任命さ
れ，理事として参加している松岡は，
今年度，横幹連合の会誌編集委員長を
仰せつかっています．そのため，今年
度はこのことを通じて，横断型の他の
学術領域とのコラボレーションを深化
させるとともに，本学会活動の訴求に
務めていく所存です．

日本工学会　
担当理事　國澤好衛

日本工学会の事務研究委員会の議論
は、学協会が抱える喫緊の課題そのも
のとなっています。現在の主要課題で
ある、公益法人制度改革に伴う公益認
定への対応および学協会連携して行う
横断的な継続教育については、当学会
においても極めて重要なテーマとなっ
ています。これまでも、事務研究委員
会をベースに関連情報の収集と他学協
会の動向などを探ってきましたが、今
後もこの場を活用し継続して先行する
学協会の状況をベンチマークし、当学
会の今後の法人化や継続教育への有用
な視点を会員の皆様に提供していきた
いと考えております。

本部事務局
本部事務局長　佐藤 弘喜

本年度は、学会活動の中心となる論
文誌の電子ジャーナル化や投稿の電子
化の準備、春季大会概要集の電子化、
来年度の国際学会開催に向けた準備な
ど、複数の新たな取り組みが具体的に
動き始める年にあたるため、これまで

以上に各委員会と本部事務局との連携
が重要になると考えられます。各委員
会活動、支部活動ができるだけ円滑に
進むよう協力し、学会活動を支えてい
きたいと思います。また、昨年度から
繰り越しとなっている会員名簿の発行
については、あらためて発行に向けた
準備を進めたいと考えております。
数年来懸案となっている会員数の減
少については、本年度スタートした学
生会員制度の定着とあわせ、対応を検
討していきたいと考えております。や
はり懸案となっている法人化について
は、他学協会の動向を参考として、引
き続き検討を進めていきたいと考えて
おります。
学会の財務的状況は改善されてきて
おりますが、上記の新規事業に伴い見
直しの必要な部分が発生する事も予想
されるため、変化に合わせ、一層の財
務体質強化に向けた検討が必要と考え
ております。
事務局は学会の窓口として、今年度
も会員の皆様へのサービスを第一に考
えたスムーズな対応を心がけていきた
いと思いますので、関係各位のご理解
とご協力をお願い申し上げます。

第１支部
支部長　両角 清隆

第 1	支部では 2	年に 1	回、支部大
会を開催し、この活動を中心に会員同
士の連携を深め情報を共有する活動を
進めて来た。これまでに、第 1	回仙台
会場 (	東北工業大学 )、第 2	回山形会
場 (	東北芸術工科大学 )、第 3	回函館
会場 (	公立はこだて未来大学 )、第 4	
回札幌会場 ( 札幌市立大学 ) を開催し
た。来年、平成 25 年度に第 5回支部
大会を開催できるよう、平成 24 年度
から計画を進めたい。
また、これまでの活動を振り返り、
また、大きな社会の変化を支部なりに
考えて、今後の支部で扱う内容につい
て、以下の内容を幹事や支部メンバー
で検討し実施したい。
1）学生が活動の中心となれるよう
な取り組み。支部大会で学生が活き活
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きとした取り組みを行った実績を伸ば
す方法を考え、実践する。
2）地方が自立し、また世界とつな
がる方法の検討とモデル化。中央・地
方という関係から、地方のそれぞれが
自立する道を探り、東日本大震災にも
みられたように、世界と直接つながる
可能性を広い意味でのデザインの視点
から探りたい。

第２支部
支部長　浅沼 尚

本支部では、関東圏に勤務・在住し
ているデザイナーが多いことを生か
し，まず，多くのデザイナーとデザイ
ン分野の教育・研究者が直接対話を可
能とする産学連携イベントを幾つか企
画します．たとえば，来る8月1日（水）
には，JIDA やデザイン理論・方法論
研究部会との連携のもと，「デザイン
塾：タイムアクシス・デザインと日本
独自の産業化を考える（仮）」（慶應義
塾大学協生館にて）を実施計画中です．
ここでは，デザイナー側からは，日本
においてこれまで使用段階でのデザイ
ンをいかに取り組んできたかについて
事例を中心に語り，教育・研究者側か
らは，タイムアクシス・デザインの方
法論について述べる予定です．まさに
現場のデザイナーと教育・研究者が車
座になって率直な意見交換を行い，今
後の日本産業の１つの方向性につい
て，共に考える場を設定する予定です．
さらに，本年度において，デザイン
科学やデザイン教育，また新たにデザ
イン哲学に関わるイベントの実施を検
討しており、副支部長：久保光徳先生、
幹事：北村武士先生との連携のもと、
関東圏の多くの学会員の方々にご参加
いただけるよう、裾野の広い活動の展
開を目指しております。	

第３支部
支部長　國本 桂史

昨年度までの会員交流と活動の活性
化に加え、平成 24 年度は学生会員の

拡大も目標として、下記の 4事業を実
施します。
１．デザインカフェ事業
地域や他分野の人々との交流とデザ
イン啓蒙等を目的として、気軽にディ
スカッションができる “カフェ” 形式
の小規模講演会を本年度２回開催しま
す。
【第 1回】
日時：7月上旬（日時未定）
講師予定：石原	謙	教授（愛媛大学大
学院医学系研究科）
場所：愛知県名古屋市内にて調整中
【第 2回】
日時：12月中旬（日時未定）
講師予定：戸苅	創	氏（名古屋市立大
学理事長・学長）
場所：愛知県名古屋市内にて調整中
２．第 3	支部研究発表会・懇親会
第３支部会員がどのようなデザイン
活動や研究を行っているのかを、発表
会を通じて相互に知り合い、交流会を
通してより深い相互交流を図ることを
目的としています。例年３月に年１回
開催し、学会発表の練習機会ともなっ
ています。口頭発表とポスター発表が
あります。
日程：2013 年 3月 17日 ( 日 )
開催校：調整中
３．会員間の情報交流の充実
メーリングリストサーバーを変更し
Web	サイトの充実により、会員間の
情報の受発信の活性化を目指します。
また、積極的な他支部との情報や人的
交流も図ります。
４．学生会の構成
各大学より 1名程度を学生会員リー
ダーとして学生会を構成し、学生会員
の相互交流および支部研究発表会への
参加も含め積極的な学会参加を促進し
ます。学生会を中心としたツアーイベ
ント等の開催を検討しています。

第４支部
支部長　三橋俊雄

第 4 支部では、１）ユニバーサル
デザイン研究会、２）インタラクショ
ンデザイン研究会、３）地域生活文化

研究会、４）近畿・中国・四国地区研
究会など関西地区における学術研究活
動を行う。ユニバーサルデザイン研究
会では、実践的な UD活動を推進する
ための研究会を開催する。インタラク
ションデザイン研究会では、当該分野
の研究者やデザイナーを招いて講演会
を開催し、新たなライフスタイルとイ
ンタラクションデザインの関係につい
て参加者と議論する。地域生活文化研
究会では、フィールドワークを通して
生活文化のあり方を見つめる活動を積
み重ねていく。近畿・中国・四国地区
研究会では、横断的なテーマ設定で研
究会を企画開催し、地域間・大学間連
携による議論の場を創出していく。ま
た、メーリングリストを活用し、地域
ネットワークのさらなる拡大をめざし
ていく。以上のほかに、関連学会支部
との研究会等の共催も、支部メンバー
の協力を得て検討していく。

第５支部
支部長　伊原 久裕

第５支部では、昨年に引き続き、「研
究発表会・懇親会」の開催と、４回目
となる「九州デザイン大学展」の開催
を目指して活動を行います。
１.	九州デザイン大学展 2012
平成 24	年度は、昨年度に開催して
好評だった福岡市で最も人が集まる天
神地区の商業施設「BiVi	福岡」を会
場として、6	月 12	日から 17	日まで、
九州所在の大学・短大等の卒業・修了
優秀作品を集めた「九州デザイン大学
展 2012」を開催します。昨年度まで
の西日本工業大学、九州造形短期大学、
近畿大学、九州産業大学、九州大学、
崇城大学の６つの大学に加えて、今年
度は、さらに大分県立芸術文化短期大
学が参加することで充実した展覧会と
なる予定です。展覧会では、学生によ
るプレゼンテーションと優秀な作品の
表彰を昨年に引き続き、実施する予定
です。
２.	平成 24	年度研究発表・懇親会
支部催活動の主軸と位置づけている
研究発表・懇親会を、今年度は九州大
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学で、10	月に開催する予定です。こ
れまでと同様、研究発表会の内容の充
実に努め、事前審査を経た概要集の編
集発行を行います。また、異なる大学
の学生同士の交流や教員間のデザイン
教育に関する情報交換の場として、学
生プロポジションについても、充実に
努めます。
以上の支部の活動の主軸を成す２つ
の催しを持続していくために、今後、
幹事校の負担減や、予算上の工夫につ
いても検討していきます。
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平成 24 年度（平成 24 年 4 月 1 日 - 平成 25 年 3 月 31 日）予算（案）
平成２４年度（平成24年4月1日 - 平成25年3月31日）予算（案）

〔一般会計〕
■収入の部

平成23年度繰越金 9,800,356 9,800,356
1 会費（現） 16,859,700 正会員＠13,000×1,608名×0.8(徴集率) 16,723,200

学生会員＠6,500×30名×0.7(徴集率) 136,500
2 会費（新） 1,810,000 正会員＠18,000×50名（一般　入会金：5,000，年会費：13,000） 900,000

学生会員＠6,500×140名(入会金：免除，年会費：6,500) 910,000
3 賛助会員費（現） 837,000 @30,000×31件×0.9(徴集率) 837,000
4 賛助会員費（新） 30,000 ＠30,000×1件 30,000
5 年間購読会員費（現） 1,450,000 58件(1,450,000) 1,450,000
6 年間購読会員費（新） 100,000 ＠25,000×4件 100,000
7 広告費 200,000 ＠50,000×4件 200,000
8 学会誌掲載別刷料･負担金 4,320,000 論文集別刷料･ｶﾗｰ印刷負担金（@30,000×12×6） 2,160,000

作品集別刷料･ｶﾗｰ印刷負担金（@70,000x10+@100,000x4） 1,100,000
平成23年度作品集別刷料･ｶﾗｰ印刷負担金 1,060,000

9 名簿売上金 1,225,000 ＠3,500×350冊 1,225,000
10 概要集売上金 1,750,000 ＠3,500×500冊 1,750,000
11 雑収入 800,000 学会誌売上 50,000

NII-ELS還元金、補助金、預金利息等 750,000
その他 0

計 39,182,056 39,182,056

項目 予算額 予算額内訳

繰

■支出の部

予算額

本部事務局＆理事会関係 9,397,000
1 本部事務局経費 7,617,000 消耗品代 250,000

運営経費（春季大会出張費用含む） 200,000
パート雇用費（@150,000×12,@150,000×2） 2,100,000
通勤費（@6,000x12） 72,000
施設設備費 200,000
通信費及び電話代金 1,000,000
印刷代 250,000
雑費 150,000
会費引き落とし経費 150,000
賃貸料（＠150,000×12ヶ月） 1,800,000
光熱費 140,000
アルバイト雇用費(宛名整理,書類作成,発送,名簿作成補助等) 1,150,000
税金準備金，労災保険料 155,000

2 理事会運営費 250,000 会場借用料、理事会運営経費等 250,000
3 役員活動費 600,000 役員の諸活動に対する補助 600,000
4 名簿出版費 930,000 通信費 250,000

編集・チェック（アルバイト雇用費） 100,000
印刷費(@1,200×400冊) 480,000
送料 100,000

5 選挙経費 0 選挙に関する費用 0
学会誌審査・編集関係 1,470,000

6 論文審査委員会経費 480 000 480 000

項目 予算額内訳

6 論文審査委員会経費 480,000 480,000
7 作品審査委員会経費 250,000 250,000
8 学会誌編集・出版委員会経費 90,000 90,000
9 特集号編集委員会経費 650,000 第19巻4号編集委員会 130,000

第21巻1号編集委員会 130,000
第21巻2号編集委員会 130,000
第22巻3号編集委員会 130,000
第23巻4号編集委員会 130,000

学会誌印刷・通信関係 23,170,000
10 印刷費 21,070,000 平成23年度論文集（1冊） 1,250,000

平成23年度特集号（3冊） 2,100,000
平成23年度作品集（1冊） 2,500,000
論文集（＠1,250,000×6冊） 7,500,000
特集号（＠900,000×4冊） 3,600,000
作品集（＠2,900,000×1冊） 2,900,000
概要集ＣＤ(900セット） 800,000
封筒代 420,000

11 出版物通信費 2,100,000 郵送料・事務代行料金 2,100,000
大会関係 2,267,500

12 大会補助費 750,000 平成24年度秋季大会補助 250,000
平成25年度春季大会補助 500,000

13 春季大会概要集編集 557,500 前年度未払い分 200,000
委員会経費 編集費・書類作成費（平成25年度分） 10,000

アルバイト雇用費（平成25年度分） 170,000
通信費（平成25年度分） 20,000
演題登録システム（PASREG）利用料 157,500

14 春季オーガナイズドセッション費用 400,000 400,000
15 学会セミナー費用 100 000 100 00015 学会セミナ 費用 100,000 100,000
16 総会準備経費 20,000 総会経費、委任状・資料印刷代 20,000
17 学会各賞選考委員会経費 140,000 書類作成費（学会各賞推薦状・資料等） 5,000

通信費 5,000
賞状・記念品代 80,000
会議費 50,000

18 国際デザイン会議 300,000 国際デザイン会議会費 0
国際デザイン会議活動費（運営会議活動費） 300,000

委員会関係 1,650,000
19 委員会経費 300,000 共通費 300,000
20 研究部会共通経費 500,000 共通費（現行16研究部会） 500,000
21 支部活動補助費 800,000 @150,000×４支部, @200,000×1支部 800,000
22 市販図書企画・編集経費（デザインの歩み） 50,000 編集費 50,000

広報関係 450,000
23 広報費 450,000 大会ポスター，ちらし作成費・通信費 300,000

ホームページリニューアル 100,000
その他 50,000

その他 777,556
24 学協会関連 390,000 学術会議活動費（@60,000＋@30,000） 90,000

日本工学会活動費 10,000
日本工学会会費 40,000
CPD協議会会費 50,000
JABEE年会費 100,000
横断型基幹科学技術研究団体連合会費 70,000
横断型基幹科学技術研究団体連合活動費 30,000

25 予備費 387,556 387,556
26 次年度繰越金 0 0
計 39 182 056 39 182 056計 39,182,056 39,182,056

［特別会計］　

学会本部事務局常設基金 15,261,412 11,261,412 IASDR2013へ運営資金として貸出 4,000,000

予算額内訳項目
平成23年度
決算額

平成24年度
決算額
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平成２４年度（平成24年4月1日 - 平成25年3月31日）予算（案）

〔一般会計〕
■収入の部

平成23年度繰越金 9,800,356 9,800,356
1 会費（現） 16,859,700 正会員＠13,000×1,608名×0.8(徴集率) 16,723,200

学生会員＠6,500×30名×0.7(徴集率) 136,500
2 会費（新） 1,810,000 正会員＠18,000×50名（一般　入会金：5,000，年会費：13,000） 900,000

学生会員＠6,500×140名(入会金：免除，年会費：6,500) 910,000
3 賛助会員費（現） 837,000 @30,000×31件×0.9(徴集率) 837,000
4 賛助会員費（新） 30,000 ＠30,000×1件 30,000
5 年間購読会員費（現） 1,450,000 58件(1,450,000) 1,450,000
6 年間購読会員費（新） 100,000 ＠25,000×4件 100,000
7 広告費 200,000 ＠50,000×4件 200,000
8 学会誌掲載別刷料･負担金 4,320,000 論文集別刷料･ｶﾗｰ印刷負担金（@30,000×12×6） 2,160,000

作品集別刷料･ｶﾗｰ印刷負担金（@70,000x10+@100,000x4） 1,100,000
平成23年度作品集別刷料･ｶﾗｰ印刷負担金 1,060,000

9 名簿売上金 1,225,000 ＠3,500×350冊 1,225,000
10 概要集売上金 1,750,000 ＠3,500×500冊 1,750,000
11 雑収入 800,000 学会誌売上 50,000

NII-ELS還元金、補助金、預金利息等 750,000
その他 0

計 39,182,056 39,182,056

項目 予算額 予算額内訳

繰

■支出の部

予算額

本部事務局＆理事会関係 9,397,000
1 本部事務局経費 7,617,000 消耗品代 250,000

運営経費（春季大会出張費用含む） 200,000
パート雇用費（@150,000×12,@150,000×2） 2,100,000
通勤費（@6,000x12） 72,000
施設設備費 200,000
通信費及び電話代金 1,000,000
印刷代 250,000
雑費 150,000
会費引き落とし経費 150,000
賃貸料（＠150,000×12ヶ月） 1,800,000
光熱費 140,000
アルバイト雇用費(宛名整理,書類作成,発送,名簿作成補助等) 1,150,000
税金準備金，労災保険料 155,000

2 理事会運営費 250,000 会場借用料、理事会運営経費等 250,000
3 役員活動費 600,000 役員の諸活動に対する補助 600,000
4 名簿出版費 930,000 通信費 250,000

編集・チェック（アルバイト雇用費） 100,000
印刷費(@1,200×400冊) 480,000
送料 100,000

5 選挙経費 0 選挙に関する費用 0
学会誌審査・編集関係 1,470,000

6 論文審査委員会経費 480 000 480 000

項目 予算額内訳

6 論文審査委員会経費 480,000 480,000
7 作品審査委員会経費 250,000 250,000
8 学会誌編集・出版委員会経費 90,000 90,000
9 特集号編集委員会経費 650,000 第19巻4号編集委員会 130,000

第21巻1号編集委員会 130,000
第21巻2号編集委員会 130,000
第22巻3号編集委員会 130,000
第23巻4号編集委員会 130,000

学会誌印刷・通信関係 23,170,000
10 印刷費 21,070,000 平成23年度論文集（1冊） 1,250,000

平成23年度特集号（3冊） 2,100,000
平成23年度作品集（1冊） 2,500,000
論文集（＠1,250,000×6冊） 7,500,000
特集号（＠900,000×4冊） 3,600,000
作品集（＠2,900,000×1冊） 2,900,000
概要集ＣＤ(900セット） 800,000
封筒代 420,000

11 出版物通信費 2,100,000 郵送料・事務代行料金 2,100,000
大会関係 2,267,500

12 大会補助費 750,000 平成24年度秋季大会補助 250,000
平成25年度春季大会補助 500,000

13 春季大会概要集編集 557,500 前年度未払い分 200,000
委員会経費 編集費・書類作成費（平成25年度分） 10,000

アルバイト雇用費（平成25年度分） 170,000
通信費（平成25年度分） 20,000
演題登録システム（PASREG）利用料 157,500

14 春季オーガナイズドセッション費用 400,000 400,000
15 学会セミナー費用 100 000 100 00015 学会セミナ 費用 100,000 100,000
16 総会準備経費 20,000 総会経費、委任状・資料印刷代 20,000
17 学会各賞選考委員会経費 140,000 書類作成費（学会各賞推薦状・資料等） 5,000

通信費 5,000
賞状・記念品代 80,000
会議費 50,000

18 国際デザイン会議 300,000 国際デザイン会議会費 0
国際デザイン会議活動費（運営会議活動費） 300,000

委員会関係 1,650,000
19 委員会経費 300,000 共通費 300,000
20 研究部会共通経費 500,000 共通費（現行16研究部会） 500,000
21 支部活動補助費 800,000 @150,000×４支部, @200,000×1支部 800,000
22 市販図書企画・編集経費（デザインの歩み） 50,000 編集費 50,000

広報関係 450,000
23 広報費 450,000 大会ポスター，ちらし作成費・通信費 300,000

ホームページリニューアル 100,000
その他 50,000

その他 777,556
24 学協会関連 390,000 学術会議活動費（@60,000＋@30,000） 90,000

日本工学会活動費 10,000
日本工学会会費 40,000
CPD協議会会費 50,000
JABEE年会費 100,000
横断型基幹科学技術研究団体連合会費 70,000
横断型基幹科学技術研究団体連合活動費 30,000

25 予備費 387,556 387,556
26 次年度繰越金 0 0
計 39 182 056 39 182 056計 39,182,056 39,182,056

［特別会計］　

学会本部事務局常設基金 15,261,412 11,261,412 IASDR2013へ運営資金として貸出 4,000,000

予算額内訳項目
平成23年度
決算額

平成24年度
決算額
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